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喜喜 善言:付ノγlお fJ弘主つ自七亡Jlilh っセいるマグ n な記効完さをA除 Jしずる治会ぷ

[ノ J'oCF 方、はタえによるものでぬるが，ぞ ν 訟の辺、従v なるお 1引とし涜の

行とそもちι 二。工、されるウ効~~?~~ ~'.:l ，万 J.(i;ntJJ向ハロ〉平日iï(/~I ，ぁ，、、む寸

イじヲる長iJ!ÆU:， 行と引をm.~よ官土、ににおり心45Lr;t:)j" ri'リ〆の、あるいは1I1:�irY.l.7i: iL T' み
るつこの二羽をぞ子ノレν デ ιニ災民誌の7ヘ 々でたし々、;止法。

のま室ii語研究(J)詩的と

l* う?と L"r~ì込〉セされに試日没「ぶから，滋、として得ら才しそ主主 l下の誤以(i:'，[(ふ名もがたま/-.::

〆ツロ1:;)刀法効ずす v、
d ノヨヨ iiii (j)i込七だど!と 31!:へf: ，:二上る

お 'fì!;:l 主ーをも rうてい

、認出 γ午- C ごみ円
述、~:;:; < ;, 1 ~ 

，-、 1'.+<'" い_. _:~.打、t， J 、日 宇一析。ノ" ‘に :::1~ 

~. � -'( (<1~ r己 .{L .<)ヘヲ〆、》古川(1)、;t i J\ よ)'v"¥ 7二 Y) ， rv-r とくに fよ本1Br:{1ffγ'ゴさ主してし、る f入ど討に

く ~i:げることがr.J られる y人一タはマ告さ誌も }1~ くならざる 4ぐ~i~ 'J~ ~そ Y か

{5l"l::r j/ ら，;V~ ，1di 川てノ均 'jiうなどは?それだけとのよ行 ti測 )i~1蕊カらもとラネされるつ し 7こ/コミ(て三

iとよって'\j"ノのYtÍJÌ'純度会 F:，L]主役ど1 とナご~ ~s.、主主J仁イ庁内ふ宇，)ζ--J: ^ .H:~〆C'、 3，:，-éシ'"
~b j ず /(':;γj .;.~り耳 L 〆)(

とがパラえよペ L~S むそのためにむまた涜1擦が、汚く 1三， j'UÚ.l変動JパJNDn する()

的:nn宍駁におけるヴクロ IJ:SL:H1J，土h栄は矛 liLb!iJとなどの災，iIÚt:1f it!liに例ノみるよう í'ζ ブロンクザU:.8?: '.~::して，

ブロ吋 J 必ずク n な jí:. H九労!よ1GL.t~どによコ ζ人 ηその大部分与をf;;'fコi; するととがで?'''る。 ~t

:ま/千(qち泣とある。ごのぶつな rる ι とができるつ外分てのーム:検出でく

ブク口立 Hl~支!;よ会っして/::- +=.íZ討 1J7とれpf f1Jt>f})'l) Lt:ス子、ししじ心。

ぐその円〆コ;ふ材、分r'~ぐり休日)お;じがi、 l T引のごへい〈にしたがい{!\~;W!YJ '¥ 1よ f ている

ロなjJj

タJJ 渓として除去する万治であるの

L,) --~)乙W[，訟の分散分好によって~ft変 fiilJ とレど γ ク Ll な JL的効 kJの冷公針?なった。万ほとのiυ交の

H ノ

とぬた υ どーじi長モし，正、Lから口コ fSllifiベむな{じきをと日

!iJ L;;fHi! tC っし γC をまた会

h~ ，:Wt‘後者 {Dブ1lLがよりそユ〈のγ クロな立語以来ノト[ど、tt;:j
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法者もちいfこ c

f予測定む全体平均と家主ミによる効泉，および試験地そカ l浪 iごくぎったときの刊と yl]rとよる効!耗から

成り立っているものとした線型モァ、ルであらわし~ :(.い f ラメータグ~Æfノj\自策法iとよってもとめたc さらに

行と安IJの捻定憶によ、って災担任宣を械工iミ L， '7クロな'{[.地効果そを:~Hミしだっ

n)J E1Iまー次的な立地主主化だけでなしさらに複雑な立地変化~r とらえるととや目的としてE

を手IjflJ した ifr. [u帰式 iC よる方訟をうUc報公したお2)3)。今回報fpt ずるのはp L, í立交2事項

fえによらず前 r恐慌;えを i剣士もとめて}ÌJ砲事fJ !t~~二推定する方tとである c なお， ，ド論文1[1 (j) 2\1同舟式の計算 ~C

i主事 Eと林研究計算センターのライブラリー ri'l'数選沢IT:Æ 0)意図録分析(改訂版)J を佼汗lð -lて?でいただい

た。また，データの収集!nま林野庁i吉林課苦手穏斑および:71.m 林水資磁場のどー!日j の協力を得た。 Jr;g くお札

そのべる。

2, 解析の方法

1) fÌÍj報の立地修正法と今問の方法との関連

マクロな立地îl21tが，法裁配 l'その行と列 iとともなって変化しているとと κ法泊して9 行と子iJ告すL地変 1ドd

を説明する )11.立íti量としてとりあ勺かう。ずなわち，行と列のおのおのにヅfの端からこ 1 ， 2, 3,‘ 

の ~-f})i-あ t ズ》と とし，干{間休の測定伎をv:Limîl2滋とした婚式をもと

にはたらいでいるマクロな立地効よ誌を推定する。なお，京地効果;立行や列変化;こともない，必ずしも平面

的な変化だけでなく，治活的な変化ちしているので， Ti[ij~ムぴ1 (j) 2 次以!この係数も蛍[[í]J司式にとり入れる。

ア
} lと，行と yljが utJ 交関係にあるととそ事J!おして

汜 交多項式と 9 そのう子数分析をもちいた。ただいその}総尖際のデータは行と列の数があまりに多かっ

たので9 行，列とも複数ずつにグjレJーアりわけい各グノレープそ水惨単位として水封書数奇少なくした。

しかし，このノu法ではっさのようなょにjえがあった o ~g なわち]気回帰式によってð-俄休のマグロな立地

効果を推定するにあたり， nm端のnーまたは~!Jの挽定俗 f;しその行あるいは戸Jjß水準代表ヂ!] crD よりも外

{[lIj にあるために不正徳である ζ と~ ":ft tc:方形ト11からはみ出して櫛救百三れて{;、る個体?とっし sてはp 行とヂiJの

隠係;とおし )~crf{交していない t: めに，デPータとして利沼できず，タl掃によって推定{前ぞもとめるほかに方

法がないこと，などがそれであるハ

最ifi:， "霊祭t機のプログラムカf発計三したため多 l-:-~0己の問題は解約した。すなかち，殺i訟な5i回帰式を選択

する乎Ît.として， ji'[交多項式によらずil1I1安 F 長適の \3[i]帰式会もとめるプログラムができたからである

(!I!絞っ引 f、 このことにより溺交多項式による滋f?と呉なり，カ JI:-VE tiせからはみとしたi道交条Yl tどない{肉体;

のデ{タも争その間体の行若手白井手u-~号 L; ゃ J!ÜjY.ii芝 ji とすると去に ι仁って，定[口!帰式 (J) .f~} í点 Jご利用できるよ

〉え 1 がやも ,. 
ノ iJも〆) j 、

Jヨト\ との)ii);により検:'1\しにうとするマグロな交動は?行およびグjのプ7ft ij!とおける[度線自立 ZtJ るい

は 2 次 [Ill線的な変イロのみでなく， f j と f!Jを lH交輸とする 45 変方向(以下， 対角線万 júl と呼ぶ〉の変化を

合むものである ο

2) 行と手Ijの番号を独立室主筆としに3童図1築設からf設定される定地効果

i-J- またはタ;の笈号、をその玄ま独立変;量と L f，:回帰式( 1 次〉でrtü主主されるすム包効lJi(:lむ ylj またはh の方

向への溺線変化で，その変化iむどの)ilj またはどの行についても i奇抜である。すなわち。この滋色t: r}::n~ 話!



4告'fC !iijj.ふう)F山J による試験刊のマクロ fL 立総数ム止の除去 (IJjj:í)

ポ I(íl fま列またはfJíζ ド J なる。 11 1 グ!の活'-.)なそのまま !iil !l ;f i: H，ロ:31~E:t 〆守する Ji!lU 1需品1\jj ら J後見される

子L:rU1効果l丸子Ij}]!己j およびノり l(iJiここ公nrつ!，、)，)~ぎななめ方弘同 ~l. Ì.ノ允 !l í] );iFFTiii そ;;)1:1ぶし

しつえ1)え fよし、 c!.i ì--ても二之JlliAJJ 黙の変化が、.fZ-'!ﾌll ~r] "C あ.< lトんその傾斜がどの去 !2ij ~こ!旬、4

2 次以」のd久与をとり 7\れねばならなし、り すなわち ， i-3うるし刈1立!ìl] Cつ【効!H:C[l 0:: 11: が 11I1頑 üj1.亡 U る

l 勺円九 v、手パ ("11
l ノ，~ 1--'1υji ，-この2(;: it1ま )IJ ぬるい~-;: fj--0~' -~}必 2 ~if~ 7:_'モみ

J仙ノ'J :íi)i(, 1 I�'l Cl) [JI あるし寸土公がお

0111[9: 0)減〆jyJJいた治虫1ü'iが1-~: ~)才 L るが舎♂か;の .iUろ二合めればよりよくト、、γ !，-\、山" .~ぅ 4
刀日階、 一生、 J 、 ~/i \..d:'、'.仁命 f し"

ない υ界などの虫、によりょうむその~) (心 ))1引退げかがとなわれるのアゴili5

対角線ブ'J [t]への泌総的な :ûJth変化:¥) 

YijJ) 11;X, し、 ζ も p 、V!HíIYj"ê，'あれば;(iく、ななめの.ji [i'ï}か í i，れ

ある。しかし，ざる f とはßiJえ1: 0) ):, ~IJ' り!こよ.，どト〆コくると
一一一、ι} 、 v

ごこると

ぷが治で芯ると〉 ff なめ);'I(，j にじこザベ7いる変化子、， yi] O)番号 CDみ手\災誌とする とは i つと

ヂf ロコ f:f:議 l土，にもく溺そし必波とずるヴらえ!Eii ぐ f次郎容j収入対トえするゐら

から;汚:qj¥ ;';'': 1ft!.'. {_¥:¥ -t> 。
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Mac[Gsιopìc environmcntal v駘riations in the cli rectIon ()f di乱廷orwl Hne. 

jij X2 
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うに ， 1fYリ'(ß'サの続減、l ちに V( うカ II:J 去 (0士行お}}Trf以)<tl に ct， 1 く1:1 (イ) ;とm ノF ず

しだが r 、 fLi万 iどはよむ)""9 るんγ; 止かあり，立itc\のど併とは， TìíF，l0'ではJjy[ );\i，.íう A, ;iil のりド!ノ J うな、

i しそれの栄 I)Hにう|し、たiL:r:l-(j ~後夜ではこれツドィ Jである。そ ζ 乙二." 
----.) 

ζ オしと番に，\;'1，万1] 君子:ラ λ〉との関係 i土，Xs (イ人、\::j (γ1 ")とま 1ft ば，

Xs ご X1 + X" ,. 1 

X2 Jず1 + b )(. 

、るりた?ごしち x基本 AZ~うる際()) ;} [，ま 1 1千またはylJ:ii ;了之人f正j である。 X3 とれば宇 ,1], X2 _.，...，いちa

tごめわ

〈ヒドれむこその 1 ;ぅ';， /r'> ら 4 み刊の羽イパrl， \'r弘:1玄としてもらいること i乙すそ。

数{菌模裂の構成とその解析') 

d ‘ 

らえられるかとうか会た L かめ日iyjJ:;の!日 f~U ~i1'ふこよ〉工、丸J1手 I 万戸! illl 的な~\!j{!!変化が《 ι く

40 -f� 会て も t
、ノタ

r立4去、設;.lニ LJ、:" f!，;~ノら， 1没 :2 C!) 1-':以が干:ブヘ!l..... '':i' め iご 2 凶 2 OJ~じ

ご'らに;主総てかこんだななめ;ぷ、L守 50 ランタムな γふ JinXA3

どおらの場合

にも Lþ :，:Jとú') J 列におそ~，向性\IJO終 1 列に 15 がJJljえられている。その結果対角線ぶ!勾の効果l丸五:..1::"方へ

2λJVÎ^であるが，町[.地予約来ノ~， 'jJ日されたのはななめのみておjr)) :lタ'iJ，!Ii，令刀!]えたむすなわち F
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民 156 52 50 49 49 4ヲ 50 5153154 55 57158 60 61 
叫 159 54 50 59 55 40 48 44 48157 75 57149 58 58 

民守

1 157 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

Fìg倫 2 対ffJ 線ノ'j0Hこ立総効来を加えずニモデルプ，....タぐ下段〉とそのN íî: 1s1 CJJ没〉
Ct主〉実線!セのモデルデータ;とは，'<'ク口 tì:\t主主主主イじをかえた。

Model data (Iower) and .its estimat以1 \叫ues (uppι:X) 乱rrangεd by a pa叝 ¥vhich show 

rnacrc汗3copic enviXOIlme11ta! var礼ti.o11s 011 dlagむなal line in 乱 rect乳nguler stand̂ 
Note ; Macroscopic environmεntal variatiol1s were addcd to the model data in solid lines. 

のßt.~...f七と 7そよっている。 Liとうiß ゥて ， X4 ("," X) 十 15 -)(，ρ の，4 花立て、の]}~などが? とくにそづ，:.:!Jレデータ

アを ~y~ r~Hずる n:n汗ふたにとり入れられるはずである。

この X. 会無視して， こころみに行止 yij()J :ü\! %i.i GSlのみに潤 3 る t~: Jti~ :1~:'けてJ 京国~J{TI':したをもとめると， その

結果は表 1 のとおり庁ある o JIぺ'fJ関係数は小さし fj' ~:.ヂlj の;<1工作用のユ瓦を含めi(Lば治一日捻iË革命j支は iljJ



の伊 51る試験続 !j (!)マクはなi!J1il効系の同三九(りJT;l

Table 1, 1i' J: ~:Vl JJ I!lU 袋l設のみにもとづく l!il 主 å式または支lElI %}:i~o)jG~定結皮

Predsion estimarecl � multiple regr巴ssiO!1 eC1uatio!1s ba告白d on thc factors 
o.f both row and co]mnfl 

:Ttn5J ~Vì} えがJltliζ

F 

ハ!.-~ i:-;~J. 
u 。 υ;)0

^γ 
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1 巴 294

1. H34 
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Var.iate日 taken up とりあげたit 設

XÎ， λ， 1;' 

( I )こえて

う(1.)

No旬、

( 1 ) 

;Y J. ス X2(2 ) 

X1>、 ./Y2，( : )ごと b口えて< :j >

Jピ X2 ，〉式;こ tnえ》ど1 

>: /ト.\‘ 2, X1 f 、 九 l /， -j'fi令日げ
ノ 1人七、

X2 '\2 , X1 ズXl ( 1 ) コえに jJUえ七〈ぐ)

X.1 λ X ,X X1/Xg , XJ 

XrXXぁ

(l):LKI~ζ Jm えて

( 1 )式に)Jnえて(e) 

〉く ){2( 1 )コ心ご)JIJ えど〈ヲ〉

){2J XIXX2, XIX ( 1 )式\C))II えて(10) 

1、ablと 2. 会Jf!1 !fj;~ jげ1.J CJ) :I誌 lλ! のみ JともとづくドQJ!r};えま

たは rft [(~!:! ;)1むにの ~ift ，Í"ぉ :51

Predsiorl estima ted 1.n r位 equations and 

n1.ultiple regγc~sion equations based of the on1y 

facton: � th己 dìrectÍCJn ()f d�gonal lín 日

X" , Xl/X2 

i二グるが》 それ
必 ず 4 伝~ .，ト戸、 z九?.;トノt守、

も伝:.J.'記、 1，;;'DJI L.J _j川11 ム、 q:: 付1 り

れなかコたコこの三さないがヌそ (})íJ'

号~~ -i)' にふ混同

f: っ l:がそれでも {f

夜 fr i'[i [� lj '11;; JJ, ~主将られなかっ 1:::. ' 

る;乙 f6jv) ，}{tr訟をもむ

Nn , 

士、j 的総力 11\] 主主l: x. ジJ

みを〆りあげた式およぴ芝山J j'， ír式そ汁

ζ 才Llζ女j して?

~21 
、

¥). 
るん表 2 不すよう ;::p A j~し列のみの fjE
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〔表1)よりもえ4休ムして紡

(:)j 二よ4 とお (<1 ) ら力11 しで 13

よる JAù

Xゎ

く!と j べ℃ェえは統計的!こち nrTli~"~ミ品う

も Jこ合かった0)当主モモ裂おと -J' (4) メ}:議関係とら;〆

あらかじ::{;， SLふLルぷう

lζ 足式ゃちとシサ~dまよい。しかし:l;際の滋で立JQ変化の方;iiJ が Vß~Líづられないと ð{:;t，マヲ~~[Q

X j, X2, X3 , )(，1 心す Vとのたの在、二した‘からi!γγ v ご絞Jli立の耳ヨ!崎山~i: はい[討すJヘ!i，g ぶ:;，)

Z,.) 

A
 

J

口Q切
♂

Yうて\丸 f のこ才L 仁t ，とこでは)交l-jlJði止法によコてもζ f.!)変色~J告主乙はし、ろし、ろあるが〉

すべての J!.11立変設やとり人れてむ成変苦::1'としこ〉滋(口分析な行なうすハ、で3点、.!../l~ Ul!ζ 討し. Part僘l F 牧

ず、::，，_，.; !::~九三Jド .W:i_..h，:")， .j.
V_j て"\ � /~おっ:，よι lJ{八ーリYÌ' {irいA ちとと'Ì_J 5 与を、{支を. )切る夜訟が釘怠でなければ'IU0Y心たの51u'L iピ設から

'CiEIi.i1帰分析そん院ない問機むととをくりかえすn とのようなくりかえし主行なう tÜで ?151ょ小{2 fL- とる *-:1ι

が合，合;であればそのf?s:: !~~?';t 守に残ったさ若践でュ℃去り三 d る t
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間 2 のデータ iと Fついてこの方、法lとよりも

とめた主吉田帰式は表 3 iこ示すとおりであ

林業試験場研究報 ilf

Tablε3。 ょ2[::')]婚式の各変造の係数と有志村:

The coeHicî邑11ts 旦nd partial .F tests of each 

γ旦τiate ﾌl1 m u1 t�le r日gression equations 

るのすなわち残った独立変量ばg すべての

主主因 Jどもムづくものであるが，期待したと
Partì乱 F

:~ 11mともその Fおり λkiこ関したさ芝畿は，9908514 

- 52 ~ 

FE 登
Vari乱tes

ー同 16.0748960Xl 

予定:(しなかった X1，総力主/人きし、。しかし，7903651 ー-0.00677688

3

4

1

 

x
x
 

X 2, X3 1と関する変蚤が加わっていること6b.9630 0 , 0000620 

に疑問が浅うる。 問中の jLJ-tl，f?bJ止に λ: [1し110 , 5:3 83 14.4:297286 Xz 

列の 2~絵漬 X~て時その}~l\ ltl を )6-えると，73.7537 ~(). 21893:)2 

が入って入、るの lむ中央部の 6"~ 8 .11J!と 217.5211 -0. ()i)02726 

2 次効jj;がか所 rti11\効果が J][1わっ Tこ 7こめ，2フ‘ 70480.0887615 

日

2
8
2
2
3
3
8

x
x
x
x
 

あらオ7れたものと強解される。:右上へのな9.8/4γ (工 α)0:)a29

なめの要i1]0) 2 é*項の入った}1jJ. ElJも 1 [1]12.2319 -0.αJ00031 

総Jと， I:J央 'lç.[j 2 か所;ζfλJ111効*がか1わった177 , O. 1844938 x
x
x
 

ためと考えられる。しかし， 1i の場合は，106 , 3421 ~O、 しめ 10577

中央 ßîs 8 ~-.1 01]'の各行lと立地効果fß加わっ115.3954 

X r, X~， 2 )義攻ではなしているのに，

。‘ 0000056

xi の各演が入っており説明がつかない。~35'L 27'00 
数

日ハ
ロ

定
臼

なとも n!.;'~明がつかな

とのような 4 要図に

4 "没:阪の芥!もとづくす〔回帰式においてば3

また， ..... y~， 

し、 ζの烈 111 として，
correlation coeffic冾llt 0 ‘ 57072 

Table 4. 三宅iMデータによるH1liiljサ式

MulLipl巴 regresslon 巴qu旦tions based 011 the data 

by a正知 al m朗自urement !J問でつくられる 6.n;;i\の凹俗的 ríiîが，総合

して推定{去をつくるので-_...つ3 匂つ必至L:ガ民 主主し
3乙 ぷ且

Variates 
最を単独にとりあ[ゾて説明すφ ことに終段

Part僘l F 

があるのかもしれなし、。35. 846゚ -1.2897152 x

v

A

 

どの [;1 jfi}J!.ょによってもとめた名仮みの抗主30‘ 6:!ヲヲ-0.12661354 

ど憶はp 関 2 (T)中のと段の数値である。側20.2304 0.0041J.17 

々の数舶、のあてはまりの経度 lまあまり良い9. J 守050，.3 53584ヲ

とはいえないが，立地効果を加算されていヲ. �559 C‘ 0188393 

るß線でかとまれた部分の;設定依はp その8.4375 -0喝 0003620

.{tÚ())数倍より大きしさ任体としての{i.R iÍ:ì]を41./'491 -).こ;2015J2

子~X~ している D40 , 82/ :2 

37. 93S6 

。凶 1039574

~()， 0016612 
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議擦の汲1];主犠への感賄側'1. 

九州林木湾総場でえられた検定林データ

についνてラとの方法をもちいて立地位EJE{:

試みた。 ζの検定林はスボ*.ft*+~討さし太 l'8

]ウ9.340

0.44i28 

数
tn
 

a
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a
L
 s

 
n
 

一
応ω

設相関係数
恥1ultipl日 correlaiion coefticlent 



京 u:nj'� j'~~ ;Flj JTl ~どにる:え 1!i1i .rti:， rJ'] のマクロむ)'cCjt効果の捻去〈ijj 石) ~.--"- 53 ~ 

15/ ロ ンペ7 も、らいで p 夕日一/九日ほと

クロ…ンごとの泌氏主'会~'j-Ii":ì J ブ T i" て: [) JIJ 昔、

っくりかえしJ総jおしであるが，ともち

しこ!)) ある。な主)， ζ(})検

キ lま 1968 1[' :3 n ìと 227L: しであり， ととで

も~)いたデ…タは 1974"ド 8 月以JíE:のめの

ÍlÓ である〈

行政は 50λ1]を~ (, ;t 1ìLfT)\会合 ;'ó -C 557/11 

で， )t(とのべた X4 を七九める式lζ ヌ乙'i •. 

XJ +-t�2 ._. Xz ぞともちいだっ 1:::>。平1; の fdι:]

イ:W~まちり(~: 55 vにあるから hEj <む )\.~/'t るべ合

でおるが? 子tをいカ::5う勺て 52 止したか し

.~~:: -C , 乙 Ø~~:， 1~I， Oリ'1:' j干のフケ fま しい

対角紋万 rt{I とはならないが，ン人公 U:~ぷいは

ゲマおる。/ーの険'/Ë/H~の jJ~地変化芝、外見1

と ふjふHバ頂五i仁戸よ}

わ Lψ少る行効J泉長 (υXω1けJ が宇ね矧i見1完祭もさ 1れItた〉ヤご O 千りられ

た回線1えはさ受 40) とおりであり，帰の

う}Wí分析は~1，( [) ~::: 5F~ ず。紡v尽からみる 23

全保0) 強国 lこちとっくさ芝忌入勺でり p

とく lとノにきいのは行ぬと之じ上 ?i!)へのたj}J

終効果x.会でおる。

各与のソ:広1]航とこの m. ::I:j:! )~}:it:からも c

TabJe 5，のケî:l;~分析

Analys�.s ()f vari旦nce in .regresslon 

Table 6, {t昨ニ ií ゐデータについてのう}YV{分析、

Analv白is of varia口 ce on the d日 ta corrected 

ノローーン
Clone 

14 日 2 ! 177λ. 487 ! 77叫日]フキ*

ム己 ')γ

I て
牛‘い

仁

'rablε7. 米{，if ，EF- タ lと vっし、てのう}:Wx:分析

Analys� ()f varianc君。n the data uncorrected 

'fabl日 R 11防吉íî後のクロ ン月IF'V'/，] Ùl'i"~:!院もI

Average incτ日ment and order of 巴ach done before and after correctﾎon 
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められる惜定伎とのをがp マクロなぐに地効果与をのぞいたミクロな誤;.rr‘とクローン効果だから，その偏差値

についてクローンを処潔主主因として分散分好にかけ λて c .....~二 'f ， Jお絞のために，立地復 iEーする以前の公サコデ

ータについても分数分析を行なった。前者の給来を表 6， 後者を表 7 (こ子]ミ言"が持者の誤ままがいちじる!ノ

く小さくなっており精皮の~i]J二は初j tJ である。なお，表 6 のf在、にふftHま表 5 L 山向。
ζ必

殺すべきであるがF そうでないのは、 設注l婦の;計算:と修正他分散分析を別々のプログラムご災施したの

でs 桁お(の不足によるマ jレメの誤差が集滋した結果であるから，府数与を7認すか， -~1't し t:7' ログラムイf組

むことにより解決できる。

クローン別γ'jSj成長震の 11則的ふ tTI自談êdB:がランダムでない場企lふ Jlj 出{!il'JEQコ i'Jij と後ではととなって

くる。それ与をみるために， と )í]fU立をもとめ， 覧表として表 8 :亡記載した。この結果セ(::1:，クロ

ーンごとの本数も *B~jIと多いためか，うまくランタムイじしているようでほとんど版位の変更はなかった。

また，綾小tT玄廷によ，、てクロ.--ン全体としての平均J践と，平Kxj{、に大きいクロ F ンと小さいタロ←ン在

調べたが，修正illÍ後とも

イD訟に大きいクローン トio吋 15 ， No, 5, No. 11 , No. 12, No. 8 

し、クローン No‘ 6, No、 14， No. 10, No. 4 

であり i1~:. はなかった。

5. 適用範腐と問題点

モデルデータで藍回帰式によって抗tJtê した立i~~効%:は予数憾の~Xíl.の推移そりこく表現したが， .f[i;j 々のデ

ータと推定fほとの近{以 Lt、あ立りよくなかった。このヌ凶 iふモデソレデータ lζ 立地効J卒、としてあたえた数{Iili:

が，あまりにも急激に大きく変化したためと考えられる G 災 [>fj~O)林分の立J自変化はもっと断次変化するだ

ろうから，推定絡はもコと実際立lf" ，ータ ;ζ近似する止J}'えられる。しかし‘モデルデータで予怒しなかっ

た変盆の人った原12:3.については，数役的 lごもっと l1JJ mtな説明がつくよう探j~する必婆がある。

谷系統の区日liを然視してが1木そ単木滋交tilií 試した~;;j;分以外には，この方法なもちいることはできない。

たとえば，系統耳1]の複数本を l プrJ ")トとして，Hîりえした試検地では， 立地効果と系統効果が交絡するの

で， j詮定値を立地効果とみなす、ととはできない。乙のぷうな試験tillのデ タ CDJL地修 I'ま，もっと別の手

法を開発する必重さがおる。

九州林木育磁波jなどで設定された次代検定料、は，各系統の1'j{地区と して

ある。このような試験地で、は， ìlttiliì去と、 il!:[ii] Ji'\}:-:r\;をもとめ令 とれ仕上}主総区ーにもあてはめs 単結[メの?クロ

な立HllえiJ.来品三段iヒずるととができょう ο とのような試みは，今後数筒汗?のデータ iこづいて実行される予定

である。なお，現段阪では，あらたに設;tË される次代後7立体，もしくは多 f れに旬、似する H;分としての試

験地マは，事:回帰iUご主って立地効黙がf佳)1::できるような設計がのぞましい止考える。
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